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 子どもたちとの時間 １５  
 

 ９月の最初の土曜日、ゆきんこで毎年恒例

で行っている人形劇団「とんと」さんの公演

の日のことでした。玄関先で受付をしている

あたりから、「あらーあー」と、すごい歓声。

何事かと玄関先をのぞくと、そこにはなつか

し～いゆきんこＯＢの中村みきちゃんのお

母さんの姿が！！‥ということはその横に

いるのは、‥未樹ちゃん？！、うしろにいる

のは、お父さん！！ 

あれ？たしか「とんと」さんの案内は小学

生にしか出していないはずなのに、「とんと」

さんを観に来てくれたの？？‥、と頭の中で

くるくると考えていると、たまたま「とんと」

さんの公演の日だったというだけで、実はゆ

きんこで今取り組んでいる増改築募金をわ

ざわざ届けにきてくれたのでした。 

今、未樹ちゃんは介護施設の中で働いてい

て、そのお給料の中から未樹ちゃんの募金と、弟の雄祐くんからの募金を頂きました。本当にありがたいな

あと思います。 

 未樹ちゃんはゆきんこの第５回卒園生、今から１５年前に卒園しました。障害を持った未樹ちゃんを地域

のいろいろな子どもたち、人たちの関わりの中で育てようとお母さん、お父さんが考えて行動されてきたこ

とを、折に触れ直接あるいは間接的に聞くことがこれまでありました。久しぶりに会った未樹ちゃんは、自

分でバスで職場に通っていること、夏は暑くてたいへんだったこと、職場でがんばっていることをていねい

に話してくれました。かわいいやさしい笑顔と表情は昔の小さい頃の未樹ちゃんでした。 

 中村さんにこれまでどんなふうに未樹ちゃんのことを考えてみえたのか、あらためて教えてほしくて「ど

ろんこと太陽」のこのコーナーに原稿をお願いしてみたら快く引き受けていただくことができました。（玉崎） 

 

地域の中で共に子育て 
中村小織 

 「ただいま～。今日もたっくさんお仕事して喜ば

れて楽しかったわ。」 

汗だくの顔で帰ってきます。それも満面の笑み

で･･･。それで母の心はふわっと癒されます。 

知的障害を持って生まれた長女は今年 22 歳にな

ります。ゆきんこを卒園してもう 15 年。早いなあ

～、走馬灯のごとくとはほんとにこのことです。 

 

ゆきんことの出会いは長男を出産する際に、長女

をみてくれる人がいなかったから。祖父母たちはま

だバリバリ働いていたので、出産して落ち着くまで

の間、どうしようと思っていたら、当時、長女のリ

ハビリの先生がいい保育園があるのよと得意そう

に紹介してくださったのです。 

まだ２歳だったから臨時入所でいいやなんて、そ

んな軽い気持ちからでした。ところがどっこい“ゆ

きんこ共同保育所”はすごかった。 

なにがすごいかってあらゆる面で。保育、親のパ

ワー、みんなで共に育てるから知らない父母がいな

い。それどころか祖父母まで仲良くなっちゃってる

人もいて･･･。もちろん中村家も大歓迎されました。

この出会いを大切にしたいと思い、臨時入所後すぐ

に正式入所することに決めたんです。ところがです。 

入所してしばらくたつと細菌やウイルスに対し

て抵抗力が乏しかったせいで一週間通っては一週

間休むを何度となく繰り返しました。もう集団生活

は無理かなとちょっぴりあきらめかけたとき、保育

士さんが“続けること”を勧めてくださいました。 

そしてひとつのいい方法をみつけたのです。それ

は午前中を集団で過ごし、午後からはおうちでゆっ

たりするという“半日保育”。なんと一年半続けた

ら休む日もぐっと減り、一日保育に戻してもあまり

病気をしないたくましい体になっていました。 

こうしてこの他にいくつかあったハードルもゆ

きんこのみなさんの応援で乗り切り、無事、卒園に

至りました。感無量でした。リズムもほんとに上手

になっていましたから。 

 

卒園後はでかぎんなんになったころ父母でよく

話し合って決めていた養護学校に入学しました。で

も養護学校って帰ってくるのがとても早いんです。

２時半にはもうおうちに着いています。しかも放課
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後、遊ぶ相手がいない。父と母は知恵を絞りました。

もっと大きな集団で子どもたちを育てていきたい。

ちょうど三人目がお腹にいたのでその思いはいっ

そうつのりました。 

 

ある日、母が言いました。「家を建てたい。」父は

それを受け入れ大きな決断をします。場所は鯖江の

一番小さな部落。これからはこの地域で子どもたち

を育てていけると思うと胸がわくわくしました。 

ゆきんことの別れに後ろ髪はひかれましたが、そ

こで学んだ“共に育てる”の精神を座右の銘とし、

だれも知らない田舎で新しい生活がスタートした

のです。 

この地域は幼稚園しかなく、だいたいのおうちが

３歳までお母さんかおばあちゃんがみる“家守り”。

小さな路地では子どもを遊ばせている姿があちこ

ちで見られました。長男は中ぎんなん組でゆきんこ

を退所し、小学校併設の幼稚園に入園しました。２

キロある道のりを幼稚園児も小学生もいっしょに

集団登校で歩いて通います。長女を連れて小学校の

門を叩き、校長先生や教頭先生に地域での子育ての

想いを話し、この集団登校に長女も参加させてほし

いとお願いして許可をいただきました。 

それがきっかけで養護学校が休校の日には小学

校の同じ学年の教室に招かれ、授業をいっしょに受

け給食をいっしょに食べ楽しいひとときも体験さ

せていただきました。放課後は近所の子どもたちが

遊ぼうと誘ってくれたり、夏休みは毎年プールに参

加させていただいて･･･。 

そんなある日、長女は私も弟といっしょにこ 

の小学校に通いたいと口にするようになりました。

もうびっくり。 

ちょうどその年に特殊学

級ができたので思い切っ

て夢への実現に動き出し

ました。 

養護学校から特殊学級

への転校は珍しかっ 

たので手続きがいっぱい

ありました。もう目がぐー

るぐる。手続きが何とか間

に合い、６年生の一年間は

地域の小学校に通い卒業証書を手にすることがで

きました。 

 

こうして長女の存在を知らない人はほとんどい

なくなり、父は壮年会とスポーツ少年団で地域の子

どもたちと共に汗を流し、母は婦人会でかつてゆき

んこで培った子育ての話に花を咲かせ、苗字ではな

く名前で呼び合うすっかりふつうの村人になって

いました。 

時は目まぐるしく流れ、長女は校区外の中学校の

特殊学級を経て、養護学校高等部を卒業し、鯖江に

ひとつしかない授産施設にコミバスで通うことに

なりました。しかし次第に元気がなくなっていっ

て･･･。 

合わないことはうすうす気づいていましたが我

慢も必要と思っていました。なだめられて通った一

年三ヶ月後、豪雨で自宅が床上浸水の被害を受け、

父と母と長女はしばらく仕事を休みました。家の中

は泥だらけでも地域の方々の温かさに心はありが

とうの気持ちであふれ、家族は一致団結し、中でも

長女ははりきって復旧作業を楽しんでいました。 

 

けれどそれ以降、施設に通うのをしぶるようにな

ってしまったのです。そして父と母はまた大きな決

断をします。一年半で施設を辞め、長女を励まそう

と父と共に母の勤めている保育園にボランティア

として参加してもらいました。生き生きしていた様

子から人と触れ合う仕事が好きなことを知りまし

た。 

その後、日中一時支援で心身リフレッシュしてい

たころ、区民体育大会で今まで話をしたことのない

おじさんが最近、長女をコミバスの停留場で見かけ

ないことを気にして声をかけてきてくださいまし

た。 

父と母はそれだけでほんとにうれしかった。 

事情を話すと老人と身障者のデイサービスでヘ

ルパーの補助としてまずはボランティアで働いて

みないかとお誘いのお言葉が･･･。夢のような話で

した。一日２時間のボランティアから始まり、一年

後には週４日の５時間労働でお給料をいただける

ようになりました。 

 

母がゆきんこの「ちいさな手」の文集に“将来、

体の丈夫でない人や動かせない人のお世話をして

ほしい”と書いたことが現実になるとはほんと不思

議。 

そんな姉と共に育った弟たちや地域の子どもた

ちの将来はどんなものになるのか!?。反抗期だった

長男は乗り越えた姉の姿を見たからか、自分の進む

べき道を自分で決めました。 

いつかこの地域に家を建て、姉といっしょに暮ら

すそうです。 

ほんとかなぁ～。で、それを聞いて野球命の次男

は兄貴頼むぞって涼しげな顔。へっへっ彼らしい。 

同窓会に長女を誘ってくれる親学級の子どもた

ち。この優しさには心から感謝。ずっとこの村でい

ろんな子どもたちの成長を見守りながらこれから

も年を重ねていきたいと思っています。 

さあ今日も玄関で声が響きます。 

 

「ただいま～。今日もたっくさんお仕事して喜ばれ

て楽しかったわ。」 

その笑顔で母の心はふわっと癒されるのでした。 

 


